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- 脳内への薬剤移⾏性をデバイスで評価 -

“Organ-on-a-chip”は、マイクロ流体チップ上に⽣体組織やその機能を再構築
したもので、創薬プロセスを加速する新しい技術として近年注⽬されています。
当研究グループでは、培養インサート上にヒト⾎液−脳関⾨（BBB: Blood-

Brain Barrier）の階層構造や⾎流を模倣した流れ刺激を再現することにより医
薬品の脳内移⾏性を評価可能なヒトBBB灌流デバイスを開発しました。従来の
培養系では実現が難しかった培養条件を設定することが可能で、⽣体模倣性の
⾼い創薬ツールとして実⽤化が期待されています。
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⽣体機能をチップ上に再現︕
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